
自然の恵み野
わっさむ町

年頭のご挨拶………………………………………………………………２

和寒駐在所から、新入学おめでとう……………………………………３

先人たちの軌跡………………………………………………………４～５

クローズアップ人…………………………………………………………６

教育委員会、体育協会、文連表彰式……………………………………７

後期高齢者医療制度のお知らせ…………………………………………８

公的年金等からの住民税の特別徴収……………………………………９

図書館へいこう、健康メモ………………………………………………10

年金あれこれ、これからの家庭教育 他………………………………11

新規就農・就業者へ奨励金、平成20年を振り返って…………………12

カメラアイ…………………………………………………………………13

２００９
（平成21年)

No.650

1

12月６日 しめ縄づくり教室

謹賀新謹賀新年年



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
平
成

年
の
新
春
を
お
迎
え
の

21

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
か
ら
町
政
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
急
激
な
原
油
高
に
よ
る
原
材
料
価
格
や
農

業
資
材
の
高
騰
等
に
よ
り
地
域
経
済
を
支
え
る
農
業
や
中
小
企
業
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
加

え
て
生
活
物
資
の
高
騰
は
先
行
き
を
一
層
不
安
な
も
の
と
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
、
住
民
生
活
は
も
と
よ
り
地
方
自
治
体
の
財
政
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
大
変
憂

慮
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
各
作
物
の
生
育
は
順
調
に
進
み
、
水
稲
・
畑
作
物
と
も
平

年
作
以
上
の
作
柄
と
な
り
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
一
部
の
農
産
物
価
格
が
低
迷
し
て
お
り
、
今
後
の
市
況
の
上
向
き
に
期
待
す

る
と
と
も
に
、
農
業
に
対
す
る
国
な
ど
の
対
策
の
推
移
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
商
工
業
は
購
買
力
の
低
下
や
公
共
事
業
の
減
少
な
ど
か
ら
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
商
工
会
の
皆
さ
ん
を
先
頭
に
町
の
活
性

化
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
商
業
の
振
興
策
に
創
意
工
夫
さ
れ
る
と
と
も
に
、
観
光
協
会
と
連
携
を
図
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
ご
協
力

を
い
た
だ
く
な
ど
、
町
の
元
気
づ
く
り
に
ご
奮
闘
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
そ
し
て
今
後
の
生
活
資
材
等
の
高
騰

が
家
計
を
圧
迫
す
る
厳
し
い
現
状
か
ら
、
町
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
目
的
で
「
わ
っ
さ
む
く
ら
し
応
援
商
品
券
」
を
発
行
す
る
「
生
活
応

援
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施
し
た
経
緯
に
あ
り
、
こ
れ
が
地
元
消
費
を
促
進
す
る
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
改
革
大
綱
の
方
針
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
施
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

と
り
わ
け
、
今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
「
自
治
会
制
度
」
は
、
分
権
時
代
に
相
応
し
い
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
仕
組
み
と
考
え
て
お
り
、
一
日
も
早
く
自
治
会
運
営
が
軌
道
に
の
り
、
地
域
・
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
核

と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
期
待
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

町
の
財
政
状
況
は
、
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
効
率
的

で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
総
意
で
「
平
和
で
住
み
よ
い

元
気
な
郷
土

和
寒
町
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ

く
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

希
望
に
満
ち
て
迎
え
た
新
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
限
り
な
く
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ
た

っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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年
頭
の
ご
挨
拶

和
寒
町
長

伊

藤

昭

宣
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町民のみなさん
新年あけましておめでとうございます

期待と希望にあふれる平成21年の新年を迎えることができましたことに、心からお慶びとお祝いを申し上

げます。

早いもので、私が和寒町に駐在してから８回目の正月を迎えることになりましたが、日頃から和寒町防犯

協会をはじめ和寒町交通安全協会、地域安全活動推進委員会の方々のご協力、更には町民の皆さまのご協力

とご支援に大変感謝しております。

昨年を顧みますと、和寒町での刑法犯は、忍び込み、自動販売機荒らし、車上狙いなど25件（前年14件）

が発生し、増加となっております。

また、交通事故による人身事故は３件（前年８件）、物損事故は70件（前年85件）発生し、人身事故につ

いては昨年にくらべ減少しておりますが、残念ながら３年ぶりに交通死亡事故が1件発生しております。前

年に引き続き今年も町民皆さま方の協力を得て交通死亡事故ゼロを目標としていきたいと思います。

北海道全体をみますと交通死亡事故は前年と比較して減少していますが、交通事故は一人ひとりが十分ル

ールを守ることにより発生を減らすことができるものですので、町民のみなさん一人ひとりが「事故に遭わ

ない、事故を起こさない」という気持ちを再度認識していただき、今年こそ交通事故が起きないよう願うと

ともに、犯罪のない明るいまちづくりに、より一層のご協力をお願い申し上げます。

和寒駐在所々長 吉 田 茂

１月10日は『110番の日』

☆110番のかけ方のポイント

①何があったのか？ どんな事件・事故か

②い つ？ いつの何時か、どれくらい前か

③どこで？ 場所、目標となるもの

④犯人は？ 人数、服装、逃げた方向、使用した車は

⑤事件・事故の状況は？ どんな状態、けが人は

⑥あなたは？ 住所、氏名、電話番号、事故との関係

士別警察署和寒駐在所から

和寒町では、平成21年４月に29名の子どもたちが小学校に入学します。

平成21年度は、平成14年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた方が入学を迎えます。

平成20年12月１日現在の住民基本台帳をもとに、お名前を掲載しておりますが、お名前もれ、住所を移さ

れている場合などがありましたら、教育委員会学校教育係（℡32－2477）まで、ご連絡ください。

新入学おめでとうございます

新入学者名簿 和寒小学校 29名 男16名 女13名 （敬称略）

保護者氏 名住 所保護者氏 名住 所保護者氏 名住 所

教之福井 彬士南 町政英佐藤 涼北 原玲井上 颯西 和

佳一細田 麻希日ノ出秀明菅原 秀太三 笠和久大谷 聖人日ノ出

信行前鼻 杏実三 笠健一郎鈴木 真心大 成誠加藤 千聖日ノ出

宗将前鼻 弥優菊 野修玉根 学南 町敏雄加藤 勇斗三 笠

哲也村岡 美也三 笠宥正茶円 覚西 町菊夫合田 優作三 笠

淳諸岡 柚妃西 町勝中村 光沙西 町優子小林 利光北 町

和幸山住 翔斗三 笠和範沼澤 弥音三 笠健酒井 里緒三 笠

誠和久 幹北 原潤也半澤瑚々音三 笠康裕佐々木大知西 町

直樹渡邊 廉東 町匡晃兵藤 茅乃西 町昭徳佐藤 綾菜大 成

考寿平田 芙有北 町英樹佐藤 真菜中 和
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明治32年に開拓の鍬がおろされて以来、先人たちのたゆま

ぬ努力により、今日の和寒町が築き上げられてきました。

平成21年には『わっさむ110年』を迎えることとなります。

特集

NO.1

１
１
０
年
と
い
う
長
い
歴
史
の
な
か

で
、
和
寒
町
が
ど
の
よ
う
な
歩
み
を
続

け
、
今
日
の
和
寒
町
を
築
き
上
げ
て
き
た

の
か
、
１
１
０
年
と
い
う
機
会
に
も
う
一

度
振
り
返
り
、
先
人
た
ち
の
ご
苦
労
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
和
寒
町
の
継

承
と
発
展
を
願
う
こ
と
の
で
き
る
１
年
と

な
る
よ
う
、
１
１
０
年
の
歴
史
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

明
治

年
～
明
治

年
（
形
成
期

明
治

年
～
明
治

年
（
形
成
期
））

3030

4444

◆
明
治

年
30

秋
田
県
の
人
、
菊
池
伊
七
氏
が
鉄
道
工

事
の
雑
務
や
人
夫
相
手
に
馬
宿
や
飲
店
風

の
も
の
を
営
む
。（
和
人
移
住
の
は
じ
ま
り
）

◆
明
治

年
32

剣
淵
屯
田
３
３
７
戸
入
植
。
鉄
道
天
塩

線
（
現
宗
谷
本
線
）
が
和
寒
ま
で
開
通
し

和
寒
駅
を
開
設
。

◆
明
治

年
33

ペ
オ
ッ
ペ
原
野
の
殖
民
区
画
地
が
設
定

さ
れ
る
。
こ
の
年
の
和
寒
市
街
戸
数
、
民

家
８
戸
、
鉄
道
官
舎
７
戸
。

◆
明
治

年
35

剣
淵
外
４
カ
村
戸
長
役
場
が
分
割
さ

れ
、
剣
淵
戸
長
役
場
と
な
る
。
相
馬
団
体

６
戸
が
中
和
に
入
植
。

◆
明
治

年
36

夫
婦
岩
を
発
見
。

◆
明
治

年
37

剣
淵
尋
常
高
等
小
学
校
和
寒
分
教
場

（
和
寒
小
学
校
の
前
身
）
が
１
学
級

人
33

で
開
校
。

◆
明
治

年
38

和
寒
簡
易
教
育
所
と
し
て
独
立
。

◆
明
治

年
39

和
寒
郵
便
局
が
開
設
。
２
級
町
村
制
が

施
行
さ
れ
、
剣
淵
村
と
な
る
。

◆
明
治

年
40

中
和
の
湧
井
藤
七
氏
が
湧
き
水
を
利
用

し
て
水
稲
試
作
。
和
寒
第
２
簡
易
教
育
所

（
中
和
小
学
校
の
前
身
）、
和
寒
第
３
特
別

教
授
所
（
三
和
小
学
校
の
前
身
）が
開
設
。

◆
明
治

年
41

幌
加
内
道
路
が
幌
加
内
ま
で
開
通
。

◆
明
治

年
42

ペ
オ
ッ
ペ
特
別
教
授
場
（
西
和
小
学
校

の
前
身
）
開
設
。
旭
川
鉄
道
運
輸
事
務
所

庶
務
主
任
の
長
野
政
雄
氏
が
和
寒
塩
狩
間

塩狩峠を上る蒸気機関車

明治36年剣淵屯田飲料水給水溝掘削工事

明治39年頃の和寒駅前
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で
殉
職
。
須
貝
広
夫
氏
が
南
部
牛

頭
を

12

飼
育
（
酪
農
の
は
じ
ま
り
）
。
剣
淵
村
か

ら
の
分
村
期
成
会
を
結
成
。

◆
明
治

年
43

市
街
に
私
設
消
防
組
が
組
織
さ
れ
る
。

◆
明
治

年
44

小
畑
藤
市
氏
が
、
ふ
る
さ
と
か
ら
持
っ

て
き
た
種
子
で
除
虫
菊
を
栽
培
。

大
正
元
年
～
大
正

年
（
発
展
期

大
正
元
年
～
大
正

年
（
発
展
期
））

1515

◆
大
正
３
年

剣
淵
村
議
会
に
お
い
て
分
村
を
満
場
一

致
で
議
決
。

◆
大
正
４
年

剣
淵
村
か
ら
和
寒
村
と
し
て
独
立
分

村
、
２
級
村
制
を
施
行
。

◆
大
正
５
年

和
寒
第
２
尋
常
小
学
校
所
属
朝
日
特
別

教
授
場
開
設
（
朝
日
小
学
校
の
前
身
）
。

日
本
製
麻
Ｋ
Ｋ
和
寒
工
場
創
立
。

◆
大
正
６
年

和
寒
尋
常
高
等
小
学
校
第
１
期
特
別
分

教
場
開
設
（
大
成
小
学
校
の
前
身
）
。
和

寒
尋
常
高
等
小
学
校
東
和
特
別
分
教
場
開

設
（
東
和
小
学
校
の
前
身
）
。
帝
国
製
麻

和
寒
工
場
設
置
。

◆
大
正
８
年

和
寒
除
虫
菊
製
粉
㈱
、
和
寒
木
工
㈱
が

設
立
。

◆
大
正
９
年

西
和
、
東
和
、
大
成
で
水
稲
試
作
始
ま

る
。

◆
大
正

年
10

こ
の
こ
ろ
に
塩
狩
鉱
泉
を
発
見
。
松
岡

修
三
氏
が
農
場
用
地
を
買
収
（
松
岡
農

場
）
。

◆
大
正

年
11

和
寒
土
功
組
合
設
立
（
和
寒
土
地
改
良

区
の
前
身
）
。

◆
大
正

年
12

塩
狩
温
泉
創
業
。
村
除
虫
菊
販
売
組
合

設
立
。

◆
大
正

年
13

和
寒
成
蹊
会
が
和
寒
月
報
を
創
刊
。
全

村
を
区
域
と
す
る
和
寒
信
用
販
売
組
合
設

立
。
和
寒
酪
農
組
合
結
成
。

◆
大
正

年
14

西
和
貯
水
池
、
東
和
貯
水
池
完
成
。

◆
大
正

年
15

国
有
種
馬
所
和
寒
出
張
所
開
設
。

【
参
考

和
寒
町
史
・
和
寒
町
百
年
史
】

広
報
わ
っ
さ
む
で
は
、
平
成

年
に
わ

21

っ
さ
む
１
１
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

今
日
ま
で
の
和
寒
町
の
歩
み
を
「
先
人
た
ち

の
軌
跡
」
と
し
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
貴
重
な
写
真
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

次
号
以
降
で
は
、
昭
和
初
期
か
ら
中
期

頃
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

分村請願書などの書類

分村祝賀会旗行列

分村後大正５年建築の役場

大正14年頃の和寒駅前
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◆
東
京
大
空
襲
を
経
験

昭
和

年
、
和
寒
国
民
学
校
高

18

等
科
を
卒
業
後
、
神
奈
川
県
川
崎

市
に
あ
る
池
貝
自
動
車
株
式
会
社

に
就
職
。
戦
前
は
自
動
車
を
製
造

し
た
会
社
で
は
あ
っ
た
が
、
戦
時

中
に
は
戦
車
を
は
じ
め
と
し
た
軍

需
製
品
を
製
造
し
て
い
た
会
社
で

あ
る
。
そ
し
て
昭
和

年
３
月
に

20

は
、
あ
の
東
京
大
空
襲
を
経
験
す

る
こ
と
と
な
る
。
下
井
さ
ん
が
当

時
住
ん
で
い
た
寮
も
火
事
で
焼
失

し
た
と
い
う
。
軍
需
製
品
を
製
造

し
て
い
た
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
毎
日
の
よ
う
に
昼
間
は
偵
察

機
が
飛
び
交
い
、
一
度
空
襲
が
は

じ
ま
る
と
Ｂ

爆
撃
機
が
１
０
０

29

機
以
上
、
空
を
真
っ
黒
に
埋
め
尽

く
す
ほ
ど
、
や
っ
て
き
た
。
そ
の

度
に
、
戦
車
を
埋
め
て
作
っ
た
防

空
壕
に
逃
げ
込
ん
だ
と
い
う
。
食

べ
る
も
の
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
常

に
空
腹
。
さ
つ
ま
い
も
が
少
し
あ

た
る
程
度
で
、
生
き
て
い
る
だ
け

で
精
い
っ
ぱ
い
と
い
う
時
代
を
経

験
し
て
き
た
。
そ
ん
な
当
時
の
様

子
を
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
下
井

さ
ん
。
よ
く
生
き
て
こ
れ
た
と
当

時
を
振
り
返
り
な
が
ら
も
、
今
何

が
あ
っ
て
も
そ
う
簡
単
に
死
ぬ
こ

と
は
な
い
と
･
･
･
。
そ
う
語
り

か
け
て
く
れ
た
下
井
さ
ん
の
表
情

は
、
た
く
ま
し
く
も
あ
り
、
元
気

に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

◆
建
具
職
人
へ
の
道

そ
の
後
、
和
寒
へ
戻
り
終
戦
を

迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
当
時
は
仕

事
も
な
く
苦
労
す
る
時
代
で
は
あ

っ
た
が
、
嫁
入
り
道
具
の
た
ん
す

な
ど
に
興
味
を
ひ
か
れ
、
昭
和
22

年
に
旭
川
市
に
あ
る
黒
川
家
具
店

へ
住
み
込
み
で
職
人
と
し
て
の
技

術
を
学
ん
だ
。
た
ん
す
板
を
毎
日

の
こ
び
き
す
る
生
活
。
た
ん
す
専

門
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
他
の
技

術
を
習
得
し
よ
う
と
、
昭
和

年
25

に
北
竜
町
の
続
木
木
工
製
作
所
、

昭
和

年
に
芦
別
市
の
樋
口
家
具

28

店
な
ど
建
具
職
人
と
し
て
経
験
を

積
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、
昭
和

年
、
和
寒
に

31

「
下
井
家
具
店
」
と
し
て
独
立
開

業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

◆
建
具
職
人
の
こ
だ
わ
り

開
業
当
時
は
、
公
営
住
宅
を
は

じ
め
と
し
た
建
設
工
事
が
大
変
多

か
っ
た
。
忙
し
い
時
に
は
、
朝
４

時
に
現
場
に
出
て
、
夜

時
ま
で

10

仕
事
を
し
た
と
い
う
。
現
在
で
は

内
ま
わ
り
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
サ

ッ
シ
と
い
う
も
の
が
主
流
で
は
あ

る
が
、
当
時
は
木
製
で
あ
っ
た
た

め
、
と
に
か
く
工
期
に
間
に
合
わ

せ
る
こ
と
に
必
死
だ
っ
た
。
ま

た
、
そ
の
一
方
で
注
文
に
応
じ
た

家
具
な
ど
も
製
作
し
、
木
材
や
金

具
な
ど
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
他

に
は
な
い
ぬ
く
も
り
の
あ
る
家
具

を
製
作
し
て
き
た
。

◆
将
来
に
期
待
す
る
も
の

木
で
し
か
味
わ
え
な
い
も
の
が

あ
る
。
木
の
に
お
い
や
ぬ
く
も
り

は
生
活
に
安
心
感
を
与
え
て
く
れ

る
。
木
そ
の
も
の
の
価
値
を
見
つ

め
直
し
て
ほ
し
い
。
戦
前
戦
後
を

経
験
し
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え

て
こ
ら
れ
た
下
井
さ
ん
。
何
が
あ

っ
て
も
生
き
て
い
け
る
と
い
う
た

く
ま
し
さ
や
生
き
る
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

下井 義人さん[下井木工製作所]80歳

和寒町字南町 ℡ 0165-32-2852

出身：和寒町

経歴：1943年和寒国民学校高等科卒業。 同年池貝自動車㈱（神奈川県）

1947年黒川家具店（旭川市） 1950年続木木工製作所（北竜町）

1953年樋口家具店（芦別市） 1956年下井家具店（現在下井木工製作所） 1991年 １級建具技能士免許取得

趣味：剣道、パークゴルフ

下
井
木
工
製
作
所

代
表

下

井

義

人
（
し
も
い

よ
し
と
）さ
ん

～
今
何
が
あ
っ
て
も
生
き
て
い
け
る

木
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
て
～

第5回

～
今
を
生
き
る

人
こ
そ
が
宝
～
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和寒町教育委員会表彰式は、11月21日（金）・12月５日（金）の両日に恵み野ホールにおいて行われました。

今年も昨年と同様に、スポーツ奨励賞は体育協会の表彰式の中で、文化奨励賞は文化団体連絡協議会の表

彰式の中でそれぞれ行われました。受賞された方々は次のとおりです。

教育委員会表彰式

５名が受賞されました。受賞された方々は次のと

おりです。

体育協会表彰式

中 村 斉さん（ゲートボール協会）

福 本 一 好さん（ソフトボール協会）

辻 博 幸さん（ソフトボール協会）

袰 田 政 弘さん（スキー協会）

川 口 勇さん（岳風会）

白 鳥 眞 一さん（フォートクラブ）

鷲 見 紀 子さん（北の雲短歌会）

文化団体連絡協議会表彰式

５名が受賞されました。受賞された方々は次のと

おりです。

左から井川氏、田嶋氏、長谷川氏、

虻川氏、朝日氏

左から加藤氏、丹野氏、二口氏、

一人おいて井上氏、今野氏

朝 日 大 輔さん（スキー協会）

虻 川 米 子さん（ゲートボール協会）

長谷川 勇さん（パークゴルフ協会）

田 嶋 薫さん（パークゴルフ協会）

井 川 ちはるさん（トランポリン協会）

二 口 初 子さん（草花の会）

井 上 祐さん（コーラス「にれ」）

丹 野 喜 和さん（岳風会）

今 野 和 子さん（きさらぎ会）

加 藤 靖 子さん（すずらん会華教室）

スポーツ奨励賞 文化奨励賞

スポーツ賞 文化賞

左から袰田氏、中村氏、福本氏、辻氏 左から一人おいて川口氏、鷲見氏（白鳥氏欠席）
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後期高齢者医療制度（長寿医療制度）のお知らせ
～被保険者の医療費負担を軽減するため、次の２点が見直されました。～

●75歳になる月の自己負担限度額が調整されます。

月の途中で75歳になって長寿医療制度に移り、その月に高額な医療費がかかった場合は、移る直前に加入

していた医療保険制度と長寿医療制度のそれぞれで自己負担限度額までを支払うことになり、最高で限度額

の２倍の金額を支払う方がいました。

平成21年１月からは下図の例のように、月の途中で75歳になった方は、誕生日前後の医療保険制度で限度

額が半額ずつになります（１日生まれの方は、影響がないため対象外です。）。

限度額を超える額を支払った場合は、超えた額を支給します（対象者には、お知らせします。）。

なお、平成20年４月から同年12月までに、月の途中で75歳になった方も対象になります。

【図】自己負担限度額が半額になる例（入院で医療費が高額になった例）

◆Ａさん74歳単身者（２月生まれ）で区分「一般」の場合

◆Ｂさん75歳・Ｃさん74歳（２月生まれ）で区分が「一般」の場合

※ 同じ世帯における長寿医療制度の加入者分を合算できるため、自己負担限度額は44,400円になります。

＊ 外来の場合も同様に半額になります。

＊ 「現役並み所得者」「区分Ⅰ」「区分Ⅱ」の区分の方も同様に半額になります。

＊ 被用者保険の自己負担限度額が上図の金額と異なる場合は、加入先にご確認ください。

●１月から窓口負担割合が変更になる方がいます。

医療機関での窓口負担の割合が３割の方のうち、次の要件に当てはまる方は、平成21年１月から１割負担

になります。

該当すると思われる方には、個別にお知らせをお送りしています。

【要件】次のすべてに当てはまる方です（３割負担の方全員が該当するわけではありません。）。

① 同じ世帯内に、長寿医療制度の被保険者が一人である。

② 同じ世帯内に、70歳～74歳の方が住んでいる。

③ 上記①と②の方の収入※１の合計額が520万円未満である。

※１収入とは、前年（平成19年）の所得税法上の収入金額（退職所得に係る収入金額を除く。）であり、

必要経費（公的年金等控除や給与所得控除など）や所得控除を差し引く前の額です。

●「年金差し引き」か「口座振替」を選択できます。

長寿医療制度の保険料を年金差し引きで納めている方またはこれから年金差し引きになる方は、２月27日

までに申し出をすることで、平成21年６月分の年金からの差し引きが中止され、平成21年８月から口座振替

に切り替えることができます。

その後も随時受け付けておりますが、年金差し引きから口座振替に切り替わる時期は、申し出の時期によ

って異なります。詳細につきましては下記までお問い合わせください。

和寒町役場 住民課保険医療係 電話32－2421（内線112）
お問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合 電話011－290－5601

国民健康保険
被用者保険

長寿医療制度

合計
３月：44,400円

（長寿医療制度44,400円）
２月：44,400円

（国保・被用者保険22,200円、
長寿医療制度22,200円）

１月 ２月 ３月

１月：44,400円
（国保・被用者保険44,400円）

自己負担限度額
22,200円

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
22,200円

自己負担限度額
44,400円

75歳で移行

Ｂさん Ｃさん Ｂさん Ｃさん Ｂさん Ｃさん

国民健康保険
被用者保険

長寿医療制度

合計

１月 ３月

１月：88,800円
（国保・被用者保険44,400円、
長寿医療制度44,400円）

３月：44,400円
（長寿医療制度44,400円）

２月

２月：66,600円
（国保・被用者保険22,200円、
長寿医療制度44,400円）

自己負担限度額
22,200円
75歳で移行

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
44,400円※
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・公的年金等から住民税を納めていただく特別徴収制度が、平成21年10月から実施されます。

・特別徴収が行われますと、社会保険庁などの年金支払者が、公的年金等から住民税を差し引かさせていた

だいて、本人に代わり市町村に納めるよう変更されます。

平成21年度に特別徴収の対象となる方

○平成20年中に老齢基礎年金等の支払いを受けた方のうち、平成21年４月１日現在、65歳以上で、住民税が

課税される方です。

ただし、次の方は特別徴収の対象となりません。

・老齢基礎年金等の年額が18万円未満である方

・当該年度の特別徴収税額が老齢基礎年金等の年額を超える方

特別徴収の対象となる年金

○老齢基礎年金、老齢厚生年金、退職共済年金などです。

特別徴収の対象となる住民税

○公的年金等の所得に対する住民税です。

【公的年金等の所得以外の給与所得、営業所得や不動産所得などに係る住民税の納付方法に変更はありません。】

特別徴収の実施時期

○平成21年10月に支給される公的年金等から、住民税の特別徴収が実施されます。

平成21年度分の住民税の納付方法

○平成21年の７月と９月に、それぞれ住民税額の４分の１を納付書により納めていただくことになります。

○平成21年10月・12月及び平成22年２月に支給される公的年金等からは、それぞれ６分の１の住民税額が３

回に分けて特別徴収されます。

【平成21年度の住民税額が24,000円の場合】

平成22年度分以降の住民税の納付方法

○平成22年度以降は、年６回支給される公的年金等から、それぞれ特別徴収されます。

【平成21年度の住民税額が24,000円、平成22年度が27,000円の場合】

和寒町役場 住民課税務係 電話32－2421（内線132・133）お問い合わせ先

平成21年10月から公的年金等からの住民税
（町民税・道民税）の特別徴収がはじまります。

特別徴収普通徴収

２月12月10月９月７月

住民税額の
１/６

住民税額の
１/６

住民税額の
１/６

住民税額の
１/４

住民税額の
１/４税

額
4,000円4,000円4,000円6,000円6,000円

本徴収仮徴収

２月12月10月８月６月４月

住民税額から仮
徴収した額を控
除した額の

１/３

住民税額から仮
徴収した額を控
除した額の

１/３

住民税額から仮
徴収した額を控
除した額の

１/３

前年の10月から
翌年３月に徴収
した額の

１/３

前年の10月から
翌年３月に徴収
した額の

１/３

前年の10月から
翌年３月に徴収
した額の

１/３

税
額

5,000円5,000円5,000円4,000円4,000円4,000円

平成22年度以降、新たに公的年金等から特別徴収される方の納付方法

・新たに公的年金等から特別徴収される方については、まず、７月と９月にそれぞれ住民税額の４分の１

を納付書により納めていただくことになります。

・その年度の残りの住民税額については、10月と12月、その翌年の２月に支給される公的年金等から、そ

れぞれ６分の１ずつ３回に分けて特別徴収されます。

・次年度以降は、年６回支給される公的年金等からそれぞれ特別徴収されます。



広報わっさむ 平成21年１月号 梢10

健
康
メ
モ

～
「
バ
ナ
ナ
を
食
べ
た
ら
や
せ
る
」
そ
れ
っ
て
本
当
？

～

図書館のホームページは http://db.net-bibai.co.jp/wassamu/ アクセスしてみてね!!

新

着

本

の

ご

案

内〔
児

童

書
〕

▼
ト
ラ
ン
プ
お
じ
さ
ん
と
ペ
ロ

ン
ジ
の
な
ぞ（
た
か
ど
の
ほ
う

こ
）▼
月
あ
か
り
の
お
は
な
し

集（
ア
リ
ソ
ン
・
ア
ト
リ
ー
）▼

せ
せ
ら
ぎ
の
む
こ
う
に（
シ
ー

リ
ア
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ゾ
）▼
グ
ラ

フ
ァ
ロ
の
お
じ
ょ
う
ち
ゃ
ん

（
ア
ク
セ
ル
・
シ
ェ
フ
ラ
ー
）▼

十
一
月
は
変
身
！（
後
藤
竜
二
）

▼
や
ま
ん
ば
あ
さ
ん
と
な
か
ま

た
ち（
富
安
陽
子
）▼
き
ら
き
ら

（
吉
田
六
郎
）

〔
一

般

書
〕

▼
彼
岸
花
（
宇
江
真
理
）▼
宇
宙

を
孕
む
風
（
片
山
恭
一
）▼
ど
こ

か
ら
行
っ
て
も
遠
い
町（
川
上

弘
美
）
▼
け
ち
ゃ
っ
ぷ（
喜
多
ふ

あ
り
）
▼
い
つ
か
Ｘ
橋
で（
熊
谷

達
也
）
▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
ー
ト

レ
イ
ト
（
桜
庭
一
樹
）▼
少
年
ア

リ
ス
（
長
野
ま
ゆ
み
）▼
天
使
の

歩
廊
（
中
村
弦
）▼
巣
立
ち（
諸

田
玲
子
）
▼
お
ひ
る
の
た
び
に

さ
よ
う
な
ら
（
安
戸
悠
太
）▼
東

天
の
獅
子
（
夢
枕
獏
）▼
北
緯
１

４
度
（
絲
山
秋
子
）▼
ル
ル
ー
ジ

ュ
事
件
（
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
ボ
リ

オ
）
▼
土
井
徹
先
生
の
診
療
事

件
簿
（
五
十
嵐
貴
久
）▼
火
の
島

（
石
原
慎
太
郎
）▼
伴
天
連
の
呪

い
（
逢
坂
剛
）▼
天
才
絵
師
と
幻

の
生
首
（
佐
藤
雅
美
）▼
軍
師
の

門
上
下
（
火
坂
雅
志
）▼
彼
女
に

つ
い
て
（
よ
し
も
と
ば
な
な
）▼

雷
神
帖
（
池
澤
夏
樹
）▼
凹
ん
だ

っ
て
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ（
岸
本
葉

子
）
▼
か
わ
い
い
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
カ
ー
ド
（
く
ま
だ
ま
り
）▼
地

域
魅
力
を
高
め
る「
地
域
ブ
ラ

ン
ド
」
戦
略
（
牧
瀬
稔
）▼
お
う

ち
で
楽
し
む
に
ほ
ん
の
お
も
て

な
し
（
広
田
千
悦
子
）

―話 題 の 本―
『告 白』

（湊 かなえ/著）
「愛美は事故で死んだのではありま
せん。このクラスの生徒に殺された
のです」わが子を亡くした女性教師
が、終業式のＨＲで犯人である２人
の少年を自ら裁いた－。様々な立場
の人物が語る言葉が、事件の真相を
解き明かす。

☆毎週土曜日

14時00分～

おはなしかい開催

★年末年始休館日

12/29(月)～1/5(月)

冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正
月
と

何
か
と
食
べ
過
ぎ
る
こ
と
が
多

く
、
体
重
の
増
え
が
気
に
な
る
季

節
で
す
。
そ
ん
な
時
に
「
こ
れ
を

食
べ
た
ら
や
せ
る
！
」
と
い
う
情

報
が
あ
れ
ば
、
つ
い
つ
い
飛
び
付

い
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

【
バ
ナ
ナ
を
食
べ
る
と
本
当
に
や

せ
る
の
？
】

あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
「
バ
ナ
ナ

を
毎
朝
食
べ
、
水
を
飲
む
と
脂
肪

が
減
る
」
と
の
情
報
が
流
れ
、
バ

ナ
ナ
が
店
頭
で
売
り
切
れ
る
事
態

が
お
こ
り
ま
し
た
。
バ
ナ
ナ
は
栄

養
価
の
高
い
果
物
で
す
が
、
糖
分

も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
食
べ
す

ぎ
る
と
血
糖
値
に
影
響
し
ま
す
。

ま
た
ど
れ
だ
け
食
べ
る
と
効
果
が

で
る
の
か
、
必
要
量
や
有
効
成
分

の
量
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
問
題
で
す
。
バ
ナ
ナ
を
常
識
的

に
食
べ
る
こ
と
は
良
い
の
で
す
が
、

そ
の
効
果
を
期
待
し
て
食
べ
す
ぎ

る
と
、
食
生
活
に
影
響
し
ま
す
。

効
果
が
出
る
た
め
の
量
が
伝
え

ら
れ
ず
に
、
血
糖
値
が
下
が
る
と

言
わ
れ
て
い
る
食
品
の
例

・
玉
ね
ぎ
→
約

／
日

50
kg

・
ゴ
ー
ヤ
→
約
９
・
５

／
日

kg

ど
ち
ら
の
食
品
に
も
血
糖
値
を

下
げ
る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
効
果
を
出
す
た
め
に

は
、
１
日
に
こ
ん
な
に
食
べ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
の
問
題

点
】食

べ
物
や
栄
養
が
、
健
康
や
病

気
に
与
え
る
影
響
を
過
大
に
評
価

し
た
り
、
信
じ
た
り
す
る
こ
と
を

フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
と
い
い
ま

す
。最

近
で
は
「
納
豆
」
「
寒
天
」

「
に
が
り
」
「
コ
コ
ア
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
「
こ
の
食
品
は
体

に
よ
い
」
「
こ
れ
を
食
べ
た
ら
や

せ
ら
れ
る
」
な
ど
と
い
う
情
報
が

一
人
歩
き
し
、
そ
れ
が
行
き
過
ぎ

て
し
ま
う
こ
と
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。
「
体
に
よ
い
」
と
言
わ
れ

る
食
品
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
代

わ
る
食
品
を
減
ら
す
こ
と
な
く
、

次
々
と
食
べ
足
し
て
い
く
と
結
果

と
し
て
食
べ
過
ぎ
に
な
り
ま
す
。

食
べ
も
の
は
あ
く
ま
で
も
食
べ
も

の
な
の
で
、
毒
で
も
薬
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
量
を
守
り
適
切
な
食
事

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
の
基
本
は
食
事
・
運
動
・

休
養
】

健
康
に
関
す
る
食
の
情
報
が
あ

ふ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
情

報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
生
活
習
慣
を

作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
食
生
活

の
基
本
は
「
主
食
・
主
菜
・
副

菜
」
を
含
め
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
で
す
。
さ
ら
に
運
動
・
休
養

が
合
わ
さ
る
こ
と
で
健
康
維
持
に

つ
な
が
り
ま
す
。

今
一
度
食
生
活
を
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。栄

養
士

鷲
見
麻
由
美

バナナには糖分の他
に、カロリー・たん
ぱく質、食物せんい
・・・などたくさん
栄養があります。

主菜
肉・魚・卵・
大豆製品

副菜
野菜・海藻・
きのこ類

主食
ごはん・パン
・めん類



梢 広報わっさむ 平成21年１月号11

子どもの成長には３つの「ぷり」が必要です
「遊びっぷり」が悪くなると、２つの「ぷり」が悪くなります。
一つは「食べっぷり」が悪くなります。食が細くなり、食のリズムが崩れてしまいます。外遊びが減る

と運動量が少なくなり空腹感を感じなくなり、食べ残しが増えます。それと同時に間食が増え、午後２～
３時頃の適切な時間に「おやつ」を食べる「お八つ文化」が消えていきます。極端に言えば、「お八つ」
に関係なく、夕食後でも漫画を見ながらスナック菓子を口に入れる生活リズムの子どもが出現するのです。

次に、人付き合い、つまり「つきあいっぷり」が悪くなります。人間関係で欠かせない調整役、いわゆ
る「仕切り屋」がいなくなるのです。キャンプのリーダーであったり、同窓会・クラス会の世話役であっ
たり、宴会の幹事などの縁の下の力持ちでもあります。集団を束ねてリードする「仕切り屋」が育たなく
なるのです。子どもが生きる力を身に付けるには、「遊びっぷり」と「食べっぷり」と「つきあいっぷ
り」の「三つのぷり」が必要です。なかでも「遊びっぷり」は生きる力の中核(コア)となります。

（文部科学省 子どもの生活リズム向上ハンドブック 抜粋）－和寒町青少年育成町民会議－

こ れ か ら の 家 庭 教 育

国民年金保険料の納付は、口座振替がお得です!!
保険料は、銀行などの金融機関や郵便局の預金口座から自動的に引き落として納めることができます。
口座振替には「前納」「早割」による割引があります。

【前納について】
○一定期間をまとめて振替納付していただくことにより、割引がされる制度です。
○期間は一年分（４月～翌年３月分）と６ヶ月分（４月～９月分、10月～翌年３月分）が選べます。

【早割について】
○当月保険料を当月末に引落すことにより毎月「50円」割引となります。
○前納と違い、まとまった保険料を納付してもらう必要がありません。

口座振替で１年分または６ヶ月分の保険料を前納すると、納付書（現金）で前納するよりも割引額が高
く、大変お得です。

【振替日について】
○毎月納付（翌月末振替）：翌月末日
○毎月納付（当月末振替による早割）：当月末日
○６ヶ月前納（４月～９月分）：４月末日
○６ヶ月前納（10月～翌年３月分）：10月末日
○１年前納（４月～翌年３月分）：４月末日

【お申し込みについて】
○年金手帳または納付書
○預（貯）金通帳と届出印

をお持ちのうえ、金融機関や郵便局及び社会保険事務所までお申し込み下さい。

※口座振替による１年及び６ヶ月前納（４月～９月分）につきましては、平成21年２月下旬までにお申し
込みが必要です。

保険料の納付は、安心・便利な口座振替で・・・

年 金 あ れ こ れ

口座振替
１ 年
前 納

納 付 書
１ 年
前 納

口座振替
６ ヶ 月
前 納

納 付 書
６ ヶ 月
前 納

当月振替
に よ る
早 割

振替方法

3,620円3,070円980円700円

毎 月
50円

年 間
600円

割 引 額

■平成20年度採用自衛官募集（特別職国家公務員）
「資 格」18歳以上～27歳未満 「種 目」２等陸・海・空士
「休 日」週休２日制（年次休暇及び特別休暇有）
「給 与」159,500円～（学歴・経歴により異なります。）
「待 遇」ボーナス：年4.5ヶ月（約70万円） 食費・住居費：無料
「応 募」電話連絡により自衛隊広報官が対応いたします。または、下記住所へお越しください。
「試験日」平成21年１月下旬～２月上旬を予定しています。

＊２等陸海空士の受験受付は年間を通じて行っています。
陸上自衛隊高等工科学校生徒（仮称）募集

・詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ先 ＊自衛隊旭川地方協力本部 名寄出張所 TEL：01654-2-3921（電話お待ちしています）

住所 名寄市西１条南９丁目45（公園通り）
※ 受験申し込みは、和寒町役場総務課でも対応いたします。

自 衛 官 募 集 中
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本町では、担い手の確保・育成を目的として、新規に就業し１年を経過された方を対象に奨励金を交付し

ています。本年度は、商工業後継者１名、農業後継者３名の計４名に町長から奨励金が手渡されました。

町内で飲食業を営む西田陽司さんは「（情勢が）厳しいとばかりも言ってられないので、明るく・楽しく

・元気よくやっていきたい」、農業後継者の遠藤浩和さんは「農業情勢は厳しいですが、マイペースにやっ

ていきます」嵯峨真也さんは「立派な後継者になるよう頑

張ります」中道眞宏さんは「益々勉強して和寒に貢献した

い」などと抱負を語ってくださいました。

交付された方は次のとおりです。

新規就農・就業者に奨励金

～～平成20年 を振り返ってを振り返って～～

商工業 西田 陽司さん（西町）

農 業 遠藤 浩和さん（三笠）

嵯峨 真也さん（北原）

中道 眞宏さん（三笠）

左から中道さん、嵯峨さん、遠藤さん、西田さん

自
治
会
制
度
ス
タ
ー
ト

４
月
１
日
か
ら
、
住
民
参
画
と
行
政

と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

行
政
区
か

33

ら

自
治
会
へ
移
行
し
ま
し
た
。

12
三
笠
山
自
然
公
園
・
東
山
ス
キ

ー
場
を
指
定
管
理
者
へ

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、
地
方
自
治

法
の
改
正
に
基
づ
き
、
三
笠
山
自
然
公

園
と
東
山
ス
キ
ー
場
の
管
理
運
営
を
道

北
環
境
整
備
建
設
業
協
同
組
合
に
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

体
育
施
設
な
ど
指
定
管
理
者
へ

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、
地
方
自
治

法
の
改
正
に
基
づ
き
、
総
合
体
育
館
を

は
じ
め
と
し
た
体
育
施
設
な
ど
の
管
理

運
営
を
体
育
協
会
に
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
し
ま
し
た
。

芳
生
苑
・
健
楽
苑
を
指
定
管
理

者
へ４

月
１
日
か
ら
５
年
間
、
地
方
自
治

法
の
改
正
に
基
づ
き
、
芳
生
苑
と
健
楽

苑
の
管
理
運
営
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

小
学
校
改
築
工
事
着
工

昭
和

年
に
改
築
さ
れ
、
築

年
が

37

45

経
過
し
た
小
学
校
の
校
舎
改
築
が
着
工

と
な
り
ま
し
た
。
屋
体
改
築
工
事
は
来

年
度
と
な
り
ま
す
。
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に
よ
る
こ
ぶ
し
座
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
ぶ
し
座
は
、
花
笠
音
頭
や

獅
子
舞
な
ど
の
伝
統
芸
能
の
継
承
・

創
造
・
普
及
を
行
う
こ
と
を
通
じ
、

地
域
文
化
の
発
展
と
向
上
を
図
る
た

め
、
道
内
各
地
で
公
演
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
日
は
芳
生
苑
を
訪
れ
、
伝

統
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
迫
力
い
っ
ぱ
い
の
伝
統
芸
能
が

ひ
び
き
わ
た
り
、
多
く
の
方
々
か
ら

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

児
童
館
で
年
賀
状
作
り

月
１
日
（
月
）
、
児
童
館
に
お

12
い
て
年
賀
状
作
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
い
自
分
た
ち
の
名
前
を

打
ち
込
む
な
ど
し
て
年
賀
状
を
作
成

し
ま
し
た
。
完
成
し
た
年
賀
状
を
片

手
に
、
お
正
月
を
迎
え
る
準
備
は
万

端
と
い
っ
た
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

児
童
館
も
ち
つ
き
大
会

月
６
日
（
土
）
、
児
童
館
に
お

12
い
て
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
毎
年
恒
例
の
も
ち
つ
き
大
会

に
、
約

名
の
親
子
連
れ
な
ど
が
参

75

加
し
、
杵
と
臼
で
も
ち
を
つ
き
ま
し

た
。
も
ち
つ
き
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
人
形
劇
な
ど
も
披
露
さ
れ
、

楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

全
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

月
７
日
（
日
）
、
総
合
体
育
館

12
に
お
い
て
、
全
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

徳
商
法
か
ら
身
を
守
る
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
話
や
会
員
に
よ
る
戦
争
体

験
な
ど
の
発
表
会
も
あ
り
、
大
変
有

意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ぶ
し
座
公
演

月

日
（
水
）
恵
み
野
ホ
ー
ル

11

26

月

日
（
木
）
芳
生
苑
に
お
い
て

11

27

こ
ぶ
し
座
和
寒
町
公
演
実
行
委
員
会

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
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学
年
が
工
夫
を
こ
ら
し
た
出
店
を
児

童
自
ら
が
考
え
、
三
笠
山
大
学
の
生

徒
さ
ん
や
保
育
所
園
児
な
ど
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
仕
方
を
学
習
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
各
学
年
で
は

人
間
モ
グ
ラ
た
た
き
、
画
用
紙
な
ど

に
よ
る
工
作
ラ
ン
ド
、
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
、
折
り
紙
教
室
な
ど
工
夫
を
こ

ら
し
た
出
店
が
並
び
、
お
祭
り
券
を

片
手
に
出
店
前
に
は
行
列
が
で
き
る

な
ど
、
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
元
気
な

声
が
ひ
び
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

お
茶
の
み
懇
談
会

月

日
（
火
）
、
町
民
セ
ン
タ

11

25

ー
に
お
い
て
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
部
お
茶
の
み
懇
談
会
が

名
の

52

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
推
奨
の
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」

を
全
員
で
行
い
、（
財
）
北
海
道
消
費

者
協
会
渡
邊
ゆ
か
先
生
に
よ
る
「
悪

酪
農
１
０
０
周
年
記
念
式
典

月

日
（
土
）
、
恵
み
野
ホ
ー

11

15

ル
に
お
い
て
和
寒
町
酪
農
振
興
会

（
会
長
牧
竜
一
氏
）
に
よ
る
和
寒
町

酪
農
１
０
０
周
年
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
和
寒
町
長

や
北
ひ
び
き
農
協
組
合
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
た
ほ
か
、
歴
代
会
長
の
６
名

と
本
町
の
酪
農
振
興
に
貢
献
し
た
４

名
の
方
々
に
感
謝
状
並
び
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
牧
会
長
は
式
辞

の
中
で
「
近
年
の
農
村
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
先

人
の
経
験
を
財
産
と
し
信
念
を
持
っ

て
酪
農
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
、
式
典
後
は
祝
賀
会

も
行
わ
れ
る
な
ど
盛
大
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

和
小
っ
子
祭
り

月

日
（
金
）
、
和
寒
小
学
校

11

21

体
育
館
に
お
い
て
和
小
っ
子
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
各

11/15

12/612/7

11/21

11/2511/27
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～地域の話題をお届けします～
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発
行

北
海
道

和
寒
町
役
場
／
総
務
課

■人 口 ４，０７４人（△９人）

・男 １，８８７人（△１人）

・女 ２，１８７人（△８人）

■世帯数 １，７７０戸（△７戸）

（ ）は前月対比

出生 ０人 死亡 ５人

転入 ４人 転出 ９人

12月１日現在

人
の
動
き

福福 本 乃福 本 乃 々々ちちゃゃ
んん

≪H19.５.24生まれ≫

西 和 福本国司さ
ん・征子さ

んの長女

はじめまして「のの」です。私は食べる

事が大好きで、毎日たくさんご飯を食べて

います。だから、お父さんに心配されちゃ

うんだよね。

最近のマイブームは、歌と踊り。

曲が流れると、アンパンマンのマイクを

持って歌って踊って毎日ノリノリです。こ

んな「のの」ですが、皆さんよろしくね。

の のの の

川 口 真川 口 真 央央ちちゃゃ
んん

≪H19.５.23生まれ≫

中 和 川口 誠さ
ん・幸子さ

んの次女

ニコニコ笑顔の真央です。

毎日お兄ちゃんお姉ちゃんと遊びもイタ

ズラも一緒で家中走り回ってます。

少しずつ、おしゃべりも出来るようにな

ってきて、車の中では皆で歌ってますょ♪

仲良くしてね。

ま おま お

瀬 戸 証瀬 戸 証 士士くく
んん

≪H19.５.７生まれ≫

三笠 瀬戸雄也さ
ん・加奈子さ

んの次男

こんにちは、あかしです。初めて会う皆
さんに僕の好きなものをこっそり教えてあ
げるね。１つめはあめ玉。２つめはチョ
コ。３つめは味噌汁。４つめは･･･お兄ち
ゃん。あ～みんな今、食べ物だと思ったで
しょう。あと、チャームポイントは大きな
前歯。みんなに会った時には最高の笑顔で
僕の前歯をみせてあげる。
乞うご期待。えへっ（笑）

ああかか しし

☆
芳
生
苑
・
健
楽
苑
☆

＝

寄

附

＝

▼
こ
ぶ
し
座
和
寒
町
公
演
実
行
委

員
会（
代
表
酒
向
勤
氏
）か
ら
芳
生
苑

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
１
万
円
を

＝

寄

贈

＝

野
菜
他

▼
十
川

里
子
さ
ん
（
三

和
）

▼
山
内

功
さ
ん
（
三

笠
）

▼
藤
井

勇
二
さ
ん
（
川

西
）

▼
太
田

雅
芳
さ
ん
（
松

岡
）

＝

慰

問

＝

▼
喫
茶
ル
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
草
花
の
会

押
花
作
品
展
示

☆
社
会
福
祉
協
議
会
☆

＝

寄

附

＝

▼
こ
ぶ
し
座
和
寒
町
公
演
実
行
委

員
会（
代
表
酒
向
勤
氏
）か
ら
、こ
ぶ

し
座
公
演
収
益
の
一
部
、１
万
円
を

怯
お
め
で
と
う
赤
ち
ゃ
ん

お
父
さ
ん

赤
ち
ゃ
ん

住

所

お
母
さ
ん

覚

さ
ん

笠
嶋

光
蓮
く
ん

西

町

こ
う
れ
ん

恵

子
さ
ん

怯
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

住

所

佐

サ
ク
子
さ
ん（

歳
）三

笠

81

小
出

季
美
さ
ん（

歳
）芳
生
苑

89

阿
部

さ
ん（

歳
）川

西

84

武
内

繁
男
さ
ん（

歳
）東

町

75

石
山
ヒ
サ
ヨ
さ
ん（

歳
）芳
生
苑

83

ハローベイビー

インターネットでも情報満載！

和寒町ホームページアドレス

http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/

和寒町携帯電話サイト

http://www.town.wassamu.hokkaido.jp/08_mobile/mobile_top.htm

E-MAILinfo@town.wassamu.hokkaido.jp

新年あけましておめでとうございます。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。


